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日頃は育成会活動にご支援頂きましてありがとう

ございます。 

コロナ禍の中やっと９月の支部連絡会を開催する

ことができ、皆様方のお顔を拝見出来ましたことを、

とても嬉しく思います。 

この半年の間、お一人お一人それぞれが色々な経験

をされ、想いを巡らされたことと思います。 

３密を避けるため、外出や行事、外食など自粛要請

が続く中、家族と一緒に過ごす時間も多くなり、日々

の生活に不安を感じられている方もおられることと

思います。 

「不安を解消出来るように、サービス内容を見直す

必要があるのでは…」そんな気持ちの募る中、毎日新

聞に掲載されていた日本ケアラー連盟の児玉 真美 

代表理事の記事にふれ、非常に共感しましたので、一

部をご紹介させていただきます。 

コロナ禍による事業所の閉鎖やサービス縮小によ

って、多くの家庭が支援のない状態で放置されまし

た。報道は医療・介護崩壊について取り上げますが、

親が子どもを介護するケースにはなかなか目が向け

られません。障がい者と家族は社会の周縁に置かれて

いると改めて感じました。 

コロナ禍による医療資源の不足を受け、治療の優先

順位を決めるというトリアージの議論も起きました。

「この事態なら命の選別が起こっても仕方ない」とい

う方向性が作られつつある怖さを感じます。トリアー

ジの議論は、障がい者が殺傷された津久井やまゆり園

事件を思い起こさせます。それまでひそひそとささや

かれていた「障がい者なんて生きていても仕方ない」 

 

 

という声を、あの事件はとんでもない形で表面化させ 

ました。トリアージの議論も同じです。医療の分配を

めぐる議論は、それまでも生命倫理学の議論としては

じわじわと広がりを見せていましたが、コロナ禍によ

って思いがけない形で社会の表層に飛び出してきた。

そして、出てくるなり国民的なコンセンサス（合意）

を得そうなことに不気味さを感じます。 

 私たち障がい児の親がずっと言われてきたのが、

「お母さんだからやって当たり前」という言葉です。

世間の人は「明るくがんばってえらいね」と言う。自

分でも障がいのある子を産んだ罪悪感があるし、自分

の中にも「母性神話」がある。だから「しんどい」と

言えず、「大丈夫」と言ってしまう。母親たちは世間

の善意の言葉をじわじわと内面化していき、己を捨て

てもがんばるという構図にはめられていくし、自分か

らもはまっていってしまう。でも私たち母親だって本

当はしんどい、一人の人間だと言いたいのです。こう

した母親依存をどうにかしてほしい。コロナ禍であぶ

り出された社会の意思とは結局、障がいのある人のケ

アは、家族と地域の事業所でなんとかしなさいという

こと。国が行っている政策は、「支援なき地域の中で、

障がい者が棄民にされている」と見えます。 

 障がいのある人のニーズは多様です。年齢・家庭環

境・障がいの種類や重さにかかわらず、どんな人でも

安心安全に暮らせる受け皿が必要です。理想は障がい

があっても成人したら家族から自立して地域で暮ら

せること。それが、公的な責任で保障されてこそ、家

族依存から脱却して、当事者も家族もその人らしく暮

らすことができるのです。 

  同じ親の立場ということで、共感できる内容でした。 

 コロナ禍の中、家族・支援者が当事者とどう向き合

うのか、万が一に備え、どのような準備が必要か。 
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障がいのある人が 安心して 心豊かに すごせるように 

 日々の積み重ねが大切！少しずつ準備を進めて 

 不安を解消していきましょう！ 

          理事長 小泉 いと子 


